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2020年度　定時総会読書推進運動協議会
公益社団法人

「ステイ・ホーム」下でこそ
読書の楽しみを再提案してゆく

　
６
月
19
日
㈮
午
後
３
時
よ
り
、
東
京

都
千
代
田
区
の
出
版
ク
ラ
ブ
ビ
ル
会
議

室
に
お
い
て
、「
公
益
社
団
法
人 

読
書

推
進
運
動
協
議
会 

２
０
２
０
年
度 

定

時
総
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　
野
間
省
伸
会
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
定

款
第
16
条
の
規
定
に
よ
り
、
野
間
会
長

が
議
長
席
に
つ
き
、議
事
を
進
行
し
た
。

今
回
の
総
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
た
め
、
会
員
に
委
任
状

の
積
極
的
な
活
用
を
お
願
い
し
た
こ
と

も
あ
り
、
実
際
の
出
席
会
員
は
12
名
、

委
任
状
提
出
会
員
は
202
名
、
合
計
214
名

の
出
席
と
な
っ
た
。
定
款
第
17
条
の
規

定
に
よ
る
定
足
数
、
総
会
員
の
半
数
143

名
を
超
え
た
の
で
、総
会
は
成
立
し
た
。

　
定
款
第
20
条
の
規
定
に
よ
り
、
総
会

の
議
事
録
記
名
押
印
者
と
し
て
、
野
間

会
長
、
設
楽
敬
一
常
務
理
事
、
秋
本
敏

理
事
の
３
名
が
指
名
さ
れ
た
。

　
第
一
号
議
案
は
「『
２
０
１
９
年
度

事
業
報
告
書
お
よ
び
決
算
報
告
書
』
承

認
の
件
」。「
２
０
１
９
年
度 

事
業
報

告
書
」
に
つ
い
て
は
、
齋
藤
健
司
事
業

委
員
長
に
代
わ
り
、
小
塚
昌
弘
事
務
局

長
か
ら
報
告
が
行
わ
れ
た
。
つ
づ
い
て

「
２
０
１
９
年
度 

決
算
報
告
書
」
に
つ

い
て
は
、
貸
借
対
照
表
、
正
味
財
産
増

減
計
算
書
、財
産
目
録
な
ど
に
つ
い
て
、

堀
内
丸
恵
財
務
委
員
長
に
代
わ
り
、
小

塚
事
務
局
長
か
ら
説
明
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
監
事
を
代
表
し
て
佐
藤
潤
一

監
事
が
、
本
決
算
は
公
正
か
つ
正
確
で

あ
る
こ
と
を
認
証
す
る
と
の
監
事
報
告

を
行
っ
た
。議
長
は
出
席
会
員
に
諮
り
、

そ
れ
ぞ
れ
全
員
異
議
な
く
承
認
可
決
さ

れ
た
。

　
第
二
号
議
案
は
「『
役
員
交
替
』
承

認
の
件
」。
読
書
推
進
運
動
協
議
会
の

役
員
の
任
期
は
２
年
で
あ
り
、
本
年
は

改
選
期
で
は
な
い
が
、
日
本
書
店
商
業

組
合
連
合
会
推
薦
役
員
に
つ
い
て
本
日

付
で
舩
坂
良
雄
常
務
理
事
、
西
村
俊
男

監
事
が
辞
任
し
、
後
任
と
し
て
矢
幡
秀

治
、
春
井
宏
之
の
２
名
が
そ
れ
ぞ
れ
推

薦
さ
れ
た
。
定
款
第
22
条
の
規
定
に
従

い
、
議
長
は
、
以
上
の
辞
任
、
推
薦
に

つ
い
て
、出
席
会
員
に
諮
り
、全
員
異
議

な
く
原
案
ど
お
り
承
認
可
決
さ
れ
た
。

な
お
新
任
の
役
員
２
名
の
任
期
は
定
款

第
26
条
に
よ
り
、
残
り
１
年
と
な
る
。

　

第
三
号
議
案
は「『
２
０
２
０
年
度 

事
業
計
画
書
お
よ
び
収
支
予
算
書
』
報

告
の
件
」。「
２
０
２
０
年
度 

事
業
計
画

書
」と「
２
０
２
０
年
度 

収
支
予
算
書
」

に
つ
い
て
は
、
小
塚
事
務
局
長
か
ら
説

明
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
、
２
０
１
９
年

度 

第
３
回
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
た
。
議
長
は
出
席
会
員

に
諮
り
、全
員
異
義
な
く
了
承
さ
れ
た
。

　
第
四
号
議
案
は
「『
大
震
災
出
版
復

興
基
金
』
の
管
理・運
営
（
公
２
事
業
）

清
算
報
告
の
件
」。
東
日
本
大
震
災
の

あ
と
、
被
災
地
の
読
書
環
境
の
復
興
支

援
を
目
的
に
創
設
さ
れ
た
「
大
震
災
出

版
復
興
基
金
」
に
つ
い
て
、
読
進
協
は

「〈
大
震
災
〉
出
版
対
策
本
部
」
事
務
局

の
一
員
と
し
て
管
理
運
営
を
担
っ
て
き

た
が
、
同
本
部
が
２
０
２
１
年
３
月
末

に
活
動
を
終
了
す
る
こ
と
を
受
け
、
同

時
期
を
も
っ
て
「
大
震
災
出
版
復
興
基

金
」
を
清
算
す
る
こ
と
が
、
理
事
会
に

お
い
て
５
月
26
日
付
で
書
面
決
議
さ
れ

た
。
そ
の
経
緯
を
小
塚
事
務
局
長
が
報

告
、議
長
は
「
大
震
災
出
版
復
興
基
金
」

の
管
理
・
運
営
（
公
２
事
業
）
清
算
報

告
を
出
席
全
員
に
諮
り
、
全
員
異
議
な

く
了
承
さ
れ
た
。

　
野
間
議
長
に
よ
る
閉
会
の
挨
拶
で
総

会
は
閉
会
し
た
が
、
閉
会
後
、
別
室
に

て
２
０
２
０
年
度 

第
１
回
理
事
会
が

開
催
さ
れ
、
定
款
第
32
条
に
よ
り
新
役

員
の
役
職
が
選
定
さ
れ
た
。
理
事
会
終

了
後
に
総
会
会
場
で
、
役
員
の
新
た
な

役
職
分
担
が
議
長
よ
り
報
告
さ
れ
、
す

べ
て
の
議
事
を
終
了
し
た
。

感染症対策として例年より席の
間隔を開けて総会を開催

会員の購読料は
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■
２
０
２
０
年
度　

事
業
方
針

新
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

読
書
推
進
活
動
の
展
開
を

　
読
書
推
進
運
動
協
議
会
は
、
お
か
げ

さ
ま
で
２
０
１
９
年
に
創
立
60
周
年
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
活
動
の
蓄
積
に
加
え
、

令
和
の
時
代
に
向
け
て
新
た
な
発
想
で

読
書
推
進
活
動
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
本
協
議
会
の
主
要
事
業
と
し
ま
し
て

は
、２
０
１
６
年
の「
読
書
週
間
70
周

年
」、２
０
１
８
年
の「
こ
ど
も
の
読
書

週
間
60
周
年
」に
続
き
、長
ら
く
読
書
推

進
運
動
に
尽
力
さ
れ
て
き
た
団
体
・
個

人
に
さ
し
あ
げ
て
ま
い
り
ま
し
た「
野

間
読
書
推
進
賞
」が
第
50
回
の
節
目
を

迎
え
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
永
く
、
読
書

の
楽
し
さ
す
ば
ら
し
さ
を
伝
え
る
べ

く
、地
域
や
職
域
で
堅
実
な
活
動
を
続

け
て
こ
ら
れ
た
方
々
を
全
国
か
ら
ご
推

薦
い
た
だ
き
、顕
彰
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
５
年
ご
と
に
実
施
し
て
い
る

「
全
国
読
書
グ
ル
ー
プ
調
査
」
を
集
計

し
た
『
２
０
１
８
年
度　
読
書
グ
ル
ー

プ
総
覧
』
を
、
論
考
・
年
表
な
ど
を
増

補
し
た
「
読
書
推
進
運
動
協
議
会
創
立

60
周
年
記
念
号
」と
し
て
刊
行
し
ま
す
。

「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」「
読
書
週
間
」

の
標
語
は
、
会
員
社
の
み
な
さ
ま
、
全

国
の
図
書
館
、
そ
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
一
般
の
方
々
に
も
呼
び
か
け
て
募
集

し
て
い
ま
す
。
と
く
に
販
売
会
社
や
出

版
社
に
は
事
業
委
員
と
し
て
深
く
関
わ

っ
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
員
の

方
々
か
ら
た
く
さ
ん
の
応
募
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
作
業
を
進
め

る
な
か
で
、
事
業
の
認
知
度
を
よ
り
高

め
て
い
く
よ
う
に
い
た
し
ま
す
。

２
０
２
０
年
春
の
「
こ
ど
も
の
読
書
週

間
」の
標
語
は「
出
会
え
た
ね
。
と
び
っ

き
り
の
１
冊
に
。」
に
、
秋
の
「
読
書

週
間
」
の
標
語
は
「
ラ
ス
ト
ペ
ー
ジ
ま

で
駆
け
抜
け
て
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

「
読
書
週
間
」
は
、
ポ
ス
タ
ー
の
イ
ラ

ス
ト
も
一
般
か
ら
公
募
し
て
お
り
、

２
０
１
６
年
か
ら
は
標
語
に
あ
わ
せ
た

イ
ラ
ス
ト
を
公
募
し
、
標
語
と
親
和
性

の
高
い
力
作
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、
ポ
ス

タ
ー
も
好
評
を
得
て
い
ま
す
。「
こ
ど

も
の
読
書
週
間
」
の
ポ
ス
タ
ー
に
つ
き

ま
し
て
は
、
２
０
１
４
年
よ
り
絵
本
作

家
・
荒
井
良
二
さ
ん
に
イ
ラ
ス
ト
を
、

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
杉
浦
康

平
さ
ん
に
デ
ザ
イ
ン
を
お
願
い
し
て
お

り
ま
す
。

　
読
書
週
間
事
業
の
一
環
と
し
て
行
わ

ス
タ
ー
を
製
作
し
て
、
関
係
先
に
配
布

し
ま
し
た
。

　
全
国
の
図
書
館
・
書
店
・
学
校
が
休

業
や
、
活
動
を
縮
小
せ
ざ
る
を
え
な
い

な
か
、
地
域
の
読
書
推
進
活
動
に
、
少

し
で
も
お
役
に
立
て
て
い
た
だ
け
た
な

ら
ば
、
幸
い
で
す
。

　
ま
た
、
読
書
推
進
運
動
協
議
会
に
事

務
局
を
置
く
「
子
ど
も
の
読
書
推
進
会

議
」
が
、
主
催
団
体
の
ひ
と
つ
と
し
て

参
加
し
て
お
り
ま
す
「
上
野
の
森 

親

子
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
０
」
は
、

５
月
３
日
か
ら
５
月
５
日
の
開
催
予
定

で
し
た
が
、
来
場
者
・
関
係
者
の
健
康

と
安
全
を
第
一
に
考
え
た
結
果
、
や
む

を
え
ず
中
止
と
い
た
し
ま
し
た

　

そ
の
一
方
で
、
よ
い
方
向
の
変
化

も
あ
り
ま
し
た
。「
ス
テ
イ
・
ホ
ー
ム
」

の
掛
け
声
の
も
と
、
家
で
過
ご
す
時
間

が
増
え
た
な
か
で
、
読
書
の
楽
し
さ
が

見
直
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

本
日
は
お
忙
し
い
な
か
、
公
益

社
団
法
人 

読
書
推
進
運
動
協
議
会
、

２
０
２
０
年
度 

定
時
総
会
に
ご
出
席

い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
年
の
出
版
界
・
読
書
界
は
、
年
初

よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ

の
対
応
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
残
念
な
が

ら
本
会
の
活
動
も
大
き
な
制
約
を
受
け

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
３
月
の
全
国
一
斉
休
校
、
４
月
の
緊

急
事
態
宣
言
発
令
と
い
っ
た
、
前
例
の

な
い
状
況
の
も
と
で
は
ご
ざ
い
ま
し
た

が
、
読
書
推
進
運
動
協
議
会
で
は
、
今

年
も
４
月
23
日
か
ら
５
月
12
日
に
か
け

て
「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」
を
主
催

し
、
絵
本
作
家
・
荒
井
良
二
さ
ん
の
明

る
く
元
気
の
出
る
イ
ラ
ス
ト
に
よ
る
ポ

■
挨
拶

公
益
社
団
法
人

読
書
推
進
運
動
協
議
会

会
長

野
間
　
省
伸

　
こ
れ
ま
で
の
あ
わ
た
だ
し
い
生
活
の

な
か
で
読
了
し
て
い
な
か
っ
た
本
を
、

こ
の
機
会
に
読
み
通
し
た
と
い
う
方
も

多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
学
習
参
考
書
、児
童
書
、絵
本
、

コ
ミ
ッ
ク
な
ど
、
書
店
の
店
頭
で
顕
著

な
売
れ
行
き
を
し
め
し
た
書
目
が
あ
っ

た
こ
と
も
、
注
目
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

　
禍
い
を
転
じ
て
福
と
な
し
、
こ
れ
を

き
っ
か
け
と
し
て
若
い
読
者
を
増
や
し

て
、
未
来
に
つ
な
げ
て
い
け
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、　
ひ
と
り

で
も
、
大
勢
で
も
読
書
は
時
間
と
場
所

を
選
び
ま
せ
ん
。

　
本
を
読
む
こ
と
の
楽
し
み
を
伝
え
る

た
め
、
読
書
推
進
運
動
協
議
会
は
こ
れ

か
ら
も
そ
の
活
動
を
充
実
さ
せ
て
ま
い

り
ま
す
。
今
後
と
も
み
な
さ
ま
の
ご
支

援
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
て
、
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

2019 年の「読書週間」「こどもの
読書週間」ポスター

3 月の学校休校時には「若い人に贈る読書の
すすめ」リーフレットの希望が増加
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れ
て
い
る
、
全
国
の
読
書
推
進
運
動
協

議
会
の
推
薦
を
も
と
に
選
ば
れ
る
「
全

国
優
良
読
書
グ
ル
ー
プ
表
彰
」
と
、
永

年
に
わ
た
っ
て
読
書
の
普
及
に
貢
献
さ

れ
た
団
体
と
個
人
を
表
彰
す
る
「
野
間

読
書
推
進
賞
」
の
顕
彰
事
業
は
、
関
係

団
体
や
各
道
府
県
の
読
書
推
進
運
動
協

議
会
と
の
緊
密
な
協
力
関
係
の
も
と
に

推
進
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
６
月
の
「
視
覚
障
害
者
等
の
読

書
環
境
の
整
備
の
推
進
に
関
す
る
法
律

（
読
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
）」
施
行
や
、

高
齢
化
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、多
文
化
化

と
い
っ
た
社
会
の
変
化
を
反
映
し
て
、

近
年
は
高
齢
者
や
障
が
い
を
持
つ
方
々

に
対
す
る
地
道
な
読
書
支
援
活
動
を
行

っ
て
き
た
団
体
の
推
薦
・
受
賞
が
増
え

て
い
ま
す
。
読
書
会
、
子
ど
も
の
読
書

推
進
グ
ル
ー
プ
の
活
動
に
も
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
や
活
動
の
後
継
者
づ
く

り
な
ど
、新
し
い
動
き
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
全
国
の
読
書
推
進
運
動
協
議
会
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
推
薦
図
書
を
も
と
に
作
成

す
る
、
約
21
万
部
の
「
若
い
人
に
贈
る

読
書
の
す
す
め
」と
、約
14
万
部
の「
敬

老
の
日
読
書
の
す
す
め
」
の
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
は
、
今
年
度
も
関
係
の
団
体
を
通

じ
て
お
配
り
し
て
い
き
ま
す
。
学
校
や

図
書
館
か
ら
の
問
い
あ
わ
せ
が
多
い
の

は
、
積
極
的
に
活
用
さ
れ
て
い
る
表
れ

と
思
い
ま
す
。

　
機
関
紙
『
読
書
推
進
運
動
』
は
、
事

業
の
紹
介
、
関
係
団
体
・
機
関
の
ニ
ュ

ー
ス
に
加
え
て
本
年
度
も
野
間
読
書
推

進
賞
受
賞
者
の
活
動
を
紹
介
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
「
読
書
週
間
」

「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」
の
し
お
り
、

ポ
ッ
プ
な
ど
の
素
材
デ
ー
タ
の
配
信
も

好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
さ
ら

に
魅
力
あ
る
素
材
の
提
供
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　
２
０
１
３
年
12
月
か
ら
行
っ
て
い
る

「
大
震
災
出
版
復
興
基
金
」
の
口
座
管

理
に
つ
い
て
は
、
基
金
へ
の
募
集
は
終

了
し
ま
し
た
が
、
口
座
自
体
は
閉
じ
て

い
な
い
た
め
、
今
年
度
は
事
業
を
継
続

い
た
し
ま
す
。

　
現
在
40
道
府
県
に
そ
れ
ぞ
れ
の
読
書

推
進
運
動
協
議
会
が
あ
り
、
読
書
推
進

運
動
協
議
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行

っ
て
い
く
に
あ
た
り
、
連
携
を
強
め
、

多
大
な
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
読
書
推
進
運
動
協
議
会
の
な

い
都
府
県
が
、
７
つ
あ
り
ま
す
。
こ
う

し
た
都
府
県
に
あ
ら
た
め
て
働
き
か

け
、
事
業
の
活
性
化
を
は
か
っ
て
い
き

ま
す
。

2 0 2 0 年 度 役 員 構 成
順不同・敬称略

事務局長　小塚昌弘

会 長

副 会 長

同

常務理事
（財務委員長）

同
（事業委員長）

同

同

同

同

理 事

同

同

同

同

監 事

同

同

野間　省伸

平林　彰

森　　茜

堀内　丸恵

齋藤　健司

矢部　敬一

矢幡　秀治

設楽　敬一

近藤　敏貴

秋本　敏

持谷　壽夫

千石　雅仁

山縣裕一郎

渡部　正嗣

春井　宏之

竹村　和子

佐藤　潤一

日本書籍出版協会
（講談社社長）
日本出版取次協会

（日本出版販売取締役）
日本図書館協会

（同前理事長）
日本雑誌協会

（集英社社長）
日本書籍出版協会

（金の星社社長）
日本書籍出版協会

（創元社社長）
日本書店商業組合連合会

（真光書店社長）
全国学校図書館協議会

（同理事長）
日本出版取次協会

（トーハン社長）
日本図書館協会

（同図書紹介事業委員会委員長）
日本書籍出版協会

（みすず書房監査役）
教科書協会

（東京書籍社長）
日本雑誌協会

（東洋経済新報社会長）
日本出版取次協会

（日教販社長）
日本書店商業組合連合会

（正文館書店社長）
全国学校図書館協議会

（同常務理事・事務局長）
日本書籍出版協会

（福音館書店社長）

退
会
会
員
社

○
特
別
会
員

株
式
会
社　
日
本
ヴ
ォ
ー
グ
社

○
一
般
会
員

神
奈
川
県
書
店
商
業
組
合

株
式
会
社　
Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
出
版

株
式
会
社　
竹
林
館

共
同
製
本　
株
式
会
社

慶
昌
堂
印
刷　
株
式
会
社

会
員
社
数　

２
８
５

（
２
０
２
０
年
６
月
19
日
現
在
）

会
員
社
の
異
動

２
０
２
０
年
度
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公益社団法人　読書推進運動協議会　2020年度事業

名　称 期　間 内　容

2020
第 74 回

読 書 週 間

10 月 27 日
～

11 月 9 日
（14 日間）

・標語とイラストを募集、標語選定事業委員会とイラスト選定事業委員会
にて決定し、ポスター６万 5000 枚を製作

・雑誌広告を作成。雑誌協会を通じ、雑誌出版社に掲載協力を要請
・道府県読書推進運動協議会、全国の公共図書館、小・中・高の学校図書

館、書店、会員社、マスコミなどへポスターを送付。掲出を要請
・「文字・活字文化の日（10 月 27 日）」と連携
・全国優良読書グループ表彰の実施
・道府県読書推進運動協議会へ行事補助金贈呈。行事報告を要請し、機関

紙別冊に掲載

2020
第 62 回

こどもの読書週間

4 月 23 日
～

5 月 12 日
（20 日間）

・標語を募集、標語選定事業委員会にて決定。ポスター 6 万枚を製作
・道府県読書推進運動協議会、全国の公共図書館、小・中・高の学校図書

館、書店、会員社、マスコミなどへポスターを送付。掲出を要請
・「子ども読書の日（4 月 23 日）」と連携
・道府県読書推進運動協議会へ行事補助金贈呈。行事報告を要請し、機関

紙別冊に掲載

第 50 回
野間読書推進賞

贈呈式は
11 月６日

・読書推進運動に功績があった団体および個人を顕彰（2 団体 2 個人が基
本）

・贈呈式は「読書週間」期間中に開催

2020
敬老の日読書のすすめ

敬老の日を
中心に

・高年齢者を対象とした選定図書リーフレット 14 万 3000 部を製作
・道府県読書推進運動協議会、全国の公共図書館、書店、会員社などへ送付

2021
若い人に贈る
読書のすすめ

1 月～ 3 月

・新成人、高校・大学の卒業生を対象とした選定図書リーフレット 21 万
部を製作

・道府県読書推進運動協議会、全国の公共図書館、高校・大学の図書館、
書店、会員社などへ送付

『2018 年度
全国読書グループ総覧』 6 月

・5年に一度、全国の公共図書館および類縁機関を対象に行う読書グルー
プの活動状況の調査報告

・全国公共図書館協議会の協力のもと、2018年9月に都道府県立図書館・
道府県読書推進運動協議会を通じて調査票を配布、11月に回答受け取り

・回答を集計し、その結果を『2018全国読書グループ総覧』として2020
年6月に刊行。全国の公共図書館および類縁機関、会員、関係者などに
配布する。

機関紙
『読書推進運動』 毎月

・機関紙『読書推進運動』を毎月発行するほか、別冊付録を年 2 回発行
・発行部数　約 5500 部
・道府県読書推進運動協議会、会員社、全国の公共図書館、関係団体など

に送付

公式ホームページ 毎月 2 回更新 ・団体事業の発信
・図書館、学校、書店の展示用に、新規素材のデータ配信を行う

受託 ､ 共催 ､ 後援 ､ 協賛

・「子どもの読書推進会議」の事務局を担当
・伊藤忠記念財団の「子ども文庫助成事業」の受託
・文部科学省より「子ども読書の日」のポスター制作を受託
・関連団体の読書推進事業を後援、協賛、協力

大震災出版復興基金 ４月～３月
・「〈大震災〉出版対策本部」の事務局に参加
・「大震災出版復興基金」の口座管理
・震災遺児たちへの図書カードプレゼント
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公
益
社
団
法
人 
全
国
学
校
図
書
館

協
議
会（
全
国
Ｓ
Ｌ
Ａ
）
は
、「
第
50
回 

学
校
図
書
館
賞
」
と
「
第
22
回 
学
校

図
書
館
出
版
賞
」
を
決
定
、発
表
し
た
。

　
《
今
年
度
の
受
賞
者
》（
敬
称
略
）

第
50
回 

学
校
図
書
館
賞 

奨
励
賞

〈
論
文
の
部
〉

伊
達
深
雪

事
由
＝
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
の
読
書

指
導
─
主
体
的
対
話
で
深
い
学
び
に

導
く
学
校
図
書
館
の
試
み
─

〈
実
践
の
部
〉

山
口
県
立
小
野
田
高
等
学
校

事
由
＝
地
域
に
飛
び
出
す
学
校
図
書
館

～
学
校
図
書
館
を
核
と
し
て
地
域
連

携
の
可
能
性
～

〈
実
践
の
部
〉

豊
島
岡
女
子
学
園
中
学
校
高
等
学
校

事
由
＝
学
校
図
書
館
の
秘
め
た
る
力

～
生
徒
た
ち
の
可
能
性
を
最
大
限
に

伸
ば
し
支
え
る
た
め
の
し
か
け
作
り

（
学
校
図
書
館
大
賞
、
学
校
図
書
館
賞

は
該
当
な
し
）

第
22
回 

学
校
図
書
館
出
版
賞

株
式
会
社
岩
崎
書
店

事
由
＝
『
大
接
近
！ 

ス
ポ
ー
ツ
も
の

づ
く
り
』（
全
６
巻
）／
高
山
リ
ョ
ウ
構

成・
文
、
添
田
康
平・
富
永
泰
弘
写
真

の
刊
行

株
式
会
社
金
の
星
社

事
由
＝
『
固
有
種
が
教
え
て
く
れ
る
こ

と
』（
全
３
巻
）
／
今
泉
忠
明
監
修
の

刊
行

株
式
会
社
ポ
プ
ラ
社

事
由
＝
『
デ
ー
タ
の
達
人
：
表
と
グ
ラ

フ
を
使
い
こ
な
せ
！
』（
全
４
巻
）
／

今
野
紀
雄
監
修
の
刊
行

第
22
回 

学
校
図
書
館
出
版
賞
特
別
賞

一
般
社
団
法
人
農
山
漁
村
文
化
協
会

事
由
＝『
絵
本
世
界
の
食
事
』（
全
25
巻
）

／
銀
城
康
子
文
、
マ
ル
タ
ン
・
フ
ェ
ノ

（
ほ
か
）
絵
の
刊
行

（
学
校
図
書
館
出
版
大
賞
は
該
当
な
し
）

　
学
校
図
書
館
賞
奨
励
賞
を
受
賞
し
た

伊
達
さ
ん
の
論
文
は
、
読
書
環
境
が
充

実
し
て
い
な
い
地
域
で
、
高
校
を
最
終

学
歴
と
し
て
社
会
に
巣
立
つ
生
徒
が
接

す
る
学
校
図
書
館
の
あ
り
方
を
追
求
。

小
野
田
高
等
学
校
は
、
日
常
の
計
画
的

な
学
校
図
書
館
の
活
用
に
加
え
、
７
年

間
に
わ
た
り
全
校
で
市
立
・
県
立
図
書

館
と
連
携
・
協
力
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
が
、
地
域
の
読
書
文
化
振
興
に

も
大
き
く
寄
与
し
た
点
が
評
価
さ
れ

子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
拓
き
、

地
域
と
歩
む
論
文
・
実
践
が
受
賞

■
学
校
図
書
館
賞
・
学
校
図
書
館
出
版
賞 

決
定

た
。
豊
島
岡
学
園
女
子
中
・
高
校
は
、

約
15
年
に
わ
た
り
つ
ね
に
新
し
い
読
書

活
動
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
職
員
も

巻
き
こ
み
な
が
ら
継
続
し
、
ま
た
、
教

員
と
図
書
館
が
連
携
し
て
課
題
を
抱
え

る
生
徒
を
見
守
っ
て
き
た
こ
と
な
ど
が

受
賞
に
つ
な
が
っ
た
。

　
出
版
賞
の
『
大
接
近
！ 

ス
ポ
ー
ツ

も
の
づ
く
り
』
は
、
車
い
す
バ
ス
ケ
の

競
技
用
車
い
す
、
足
型
に
あ
わ
せ
た
ラ

ン
ニ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
な
ど
ス
ポ
ー
ツ

用
品
の
製
造
の
裏
側
を
大
き
な
写
真

と
、
や
さ
し
い
文
章
で
紹
介
。『
固
有

種
が
教
え
て
く
れ
る
こ
と
』
は
、
日
本

列
島
の
成
り
立
ち
や
地
形
と
固
有
種
の

関
係
、
固
有
種
か
ら
わ
か
る
生
態
系

や
自
然
環
境
、
絶
滅
危
惧
種
、
固
有

種
を
守
る
環
境
保
護
の
取
り
組
み
な

ど
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
を
使
っ
て
幅
広
く
解

説
。『
デ
ー
タ
の
達
人
：
表
と
グ
ラ
フ

を
使
い
こ
な
せ
！
』
は
、
小
学
校
で
学

習
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
表
や
グ
ラ
フ
の
特

徴
を
紹
介
し
、
デ
ー
タ
か
ら
適
切
に
表

や
グ
ラ
フ
を
作
り
分
析
す
る
方
法
を
、

小
学
生
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
と
と
も
に

学
ぶ
形
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
出
版

特
別
賞
の
『
絵
本 

世
界
の
食
事
』
は

２
０
０
６
年
か
ら
14
年
を
か
け
て
刊
行

さ
れ
た
シ
リ
ー
ズ
。
各
国
の
一
般
家
庭

の
日
常
的
な
食
事
、
食
事
に
ま
つ
わ
る

習
慣
な
ど
を
知
る
こ
と
で
、
国
際
理
解

を
深
め
る
き
っ
か
け
作
り
と
な
る
。

　
公
益
社
団
法
人 

日
本
図
書
館
協
会

（
日
図
協
）
は
、
現
在
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
て
「
図
書
館
に
お
け
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
予
防
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」「
新
型
コ
ロ
ナ
時
代
の
障
害
者

サ
ー
ビ
ス
の
ヒ
ン
ト
」
を
公
開
し
て
い

る
。

「
図
書
館
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
予
防
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

で
は
、
密
閉
・
密
集
・
密
接
の
「
三
つ

の
密
」
を
避
け
る
こ
と
に
加
え
て
、
資

料
閲
覧
・
貸
出
に
と
も
な
う
「
接
触
感

染
」
の
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
た
め
に
、

図
書
館
で
で
き
る
こ
と
、
資
料
利
用
前

後
の
手
洗
い
消
毒
な
ど
利
用
者
へ
協
力

を
お
願
い
す
る
こ
と
を
紹
介
。
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
に
あ
わ
せ
た
対
策
を
主
体
的

に
と
る
よ
う
、
提
言
し
て
い
る
。「
新

型
コ
ロ
ナ
時
代
の
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
の

ヒ
ン
ト
」
で
は
、
直
接
接
触
や
、
機
器

の
貸
し
出
し
を
と
も
な
う
障
が
い
者

サ
ー
ビ
ス
で
の
留
意
点
、
対
面
朗
読
や

宅
配
・
配
本
サ
ー
ビ
ス
の
活
動
例
が
紹

介
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
公
益
社
団
法
人 

全
国
学
校

図
書
館
協
議
会（
全
国
Ｓ
Ｌ
Ａ
）は
、「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

対
策
下
に
お
け
る
学
校
図
書
館
の
活
動

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
発
表
。
こ
ち
ら
で

は
グ
ル
ー
プ
学
習
時
に
気
を
つ
け
る
点

や
探
究
学
習
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
た

め
の
情
報
発
信
、
教
職
員
・
学
校
図
書

館
担
当
者
に
よ
る
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
動
画

の
活
用
な
ど
を
紹
介
。
授
業
再
開
後
の

子
ど
も
た
ち
の
心
の
ケ
ア
の
一
翼
を
、

学
校
図
書
館
が
担
う
必
要
性
に
も
ふ
れ

ら
れ
て
い
る
。

　
公
共
図
書
館
、
学
校
図
書
館
向
け
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
だ
が
、
図
書
資
料
を
扱

う
と
き
の
注
意
点
や
利
用
者
と
の
距
離

の
取
り
方
な
ど
、
家
庭
・
地
域
文
庫
活

動
や
、
地
域
で
の
お
は
な
し
会
開
催
時

の
ヒ
ン
ト
と
な
る
点
も
多
い
の
で
、
活

動
再
開
に
向
け
て
苦
労
し
て
い
る
読
書

グ
ル
ー
プ
の
み
な
さ
ん
に
も
お
す
す

め
。

　
ま
た
、
日
図
協
、
全
国
Ｓ
Ｌ
Ａ
と
も

に
、
状
況
に
応
じ
随
時
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
更
新
を
す
る
と
い
う
。

●
日
本
図
書
館
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://w
w

w
.jla.or.jp/

●
全
国
学
校
図
書
館
協
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

https://w
w

w
.j-sla.or.jp/

安
心
し
て
図
書
館
を
利
用
す
る
た
め

い
ま
で
き
る
こ
と
を

■
公
共
図
書
館
、
学
校
図
書
館　

感
染
防
止
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
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優
良
読
書
グ
ル
ー
プ
の
歩
み　
⑺

　
２
０
１
９
年
度
の｢

読
書
週
間｣

に
際
し
て
道
府
県
読
書
推
進
運
動

協
議
会
よ
り
推
薦
さ
れ
、
本
会
に
お
い
て
表
彰
し
た
全
国
の
優
良
読
書
グ

ル
ー
プ
の
活
動
報
告
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
順
不
同
）

ゆ
か
り
の
場
所
を
訪
ね
た
り
、
社
会
見

学
に
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
近
年
で

は
、
新
湊
博
物
館
、
福
光
美
術
館
、
瑞

泉
寺
、
能
作
（
編
集
部
注
：
富
山
県
高

岡
市
の
鋳
物
工
房
）
に
行
き
ま
し
た
。

１
月
に
は
新
年
会
を
開
き
、
親
睦
を
深

め
て
お
り
ま
す
。

　
２
０
０
１
年
10
月
25
日
に
は
、
第
44

回 

読
み
な
か
ま
の
つ
ど
い
富
山
県
大

会
が
大
門
町
総
合
会
館
で
開
か
れ
、
わ

れ
わ
れ
の
読
書
会
の
会
員
が
司
会
、
お

世
話
役
と
し
て
大
活
躍
し
ま
し
た
。
こ

の
と
き
の
こ
と
を
「
わ
が
読
書
会
の
誇

ら
し
い
で
き
ご
と
」
と
話
し
た
会
員
が

お
ら
れ
ま
し
た
。

　
テ
キ
ス
ト
は
、
県
立
図
書
館
か
ら
正

力
図
書
館
を
経
由
し
て
届
け
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
が
、
今
回
は
ど
ん
な
本
だ
ろ

う
か
と
毎
月
ド
キ
ド
キ
わ
く
わ
く
し
な

が
ら
読
ん
で
い
ま
す
。
自
分
で
は
絶
対

手
に
取
ら
な
い
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
本

も
多
く
、
感
動
し
た
り
、
作
者
の
意
図

を
考
え
た
り
、
ほ
か
の
会
員
の
意
見
に

納
得
し
た
り
、
違
い
に
驚
い
た
り
で
き

る
の
も
、
こ
の
会
に
参
加
し
た
お
か
げ

と
喜
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
第
52
回
優
良
読
書
グ

ル
ー
プ
に
玉
鉾
読
書
会
が
選
ば
れ
た
こ

と
は
、
ま
こ
と
に
う
れ
し
く
、
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
30
年
続
い
た
会

の
先
輩
諸
氏
の
お
か
げ
と
思
い
、
こ
れ

か
ら
も
、
こ
の
会
が
長
く
続
く
こ
と
を

見
せ
な
が
ら
読
み
聞
か
せ
を
し
て
い
ま

す
。

　
園
児
た
ち
や
ほ
か
の
親
子
た
ち
と
一

緒
に
歌
を
歌
っ
た
り
、
手
遊
び
な
ど
を

し
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
す
。
キ

ラ
キ
ラ
と
輝
く
、
好
奇
心
い
っ
ぱ
い
の

子
ど
も
た
ち
と
接
す
る
こ
と
で
、
私
た

ち
の
ほ
う
が
大
き
な
パ
ワ
ー
を
も
ら
っ

て
元
気
に
な
り
ま
す
。

　
お
は
な
し
が
終
わ
る
と
、
子
ど
も
た

ち
は
い
つ
も
、
み
ん
な
そ
ろ
っ
て
大
き

な
声
で
、「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
す
。
と
て
も
う

れ
し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
も
っ
と

も
っ
と
が
ん
ば
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に

な
り
ま
す
。
私
た
ち
こ
そ
「
ち
ゃ
ん
と

聞
い
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
で
す
。

　
虐
待
や
い
じ
め
の
話
が
新
聞
や
テ
レ

　
玉
鉾
読
書
会
は
、
１
９
８
９
年
に
大

門
町
立
正
力
図
書
館
の
前
田
哲
男
館
長

ご
指
導
の
下
、発
足
し
ま
し
た
。「
玉
鉾
」

の
意
味
を
き
か
れ
る
と
「
道
し
る
べ
と

答
え
て
い
る
」
と
、
当
時
の
代
表
が
新

聞
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。
１
９
６
８
年

に
発
足
し
た
「
婦
人
読
書
会
」
を
継
ぐ

読
書
会
か
ら
も
会
員
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

　
現
在
は
、
射
水
市
大
門
総
合
会
館
に

て
毎
月
第
２
水
曜
日
に
例
会
を
行
い
、

会
員
は
男
性
３
名
・
女
性
８
名
の
11
名

で
す
。
60
代
か
ら
80
代
の
元
教
師
・
元

新
聞
記
者
・
海
外
生
活
経
験
者
な
ど
、

幅
広
い
経
歴
の
面
々
が
集
ま
っ
て
お

り
、
世
代
や
育
っ
た
環
境
、
生
き
方
や

考
え
方
が
多
様
性
に
富
み
、
よ
い
刺
激

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
課
題

の
本
を
読
む
楽
し
み
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
み
ん
な
の
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
聞

く
の
が
楽
し
み
で
出
席
し
て
い
る
と
話

す
会
員
も
い
ま
す
。

　
例
会
の
司
会
は
輪
番
制
を
取
っ
て
い

ま
す
。
た
ま
に
本
の
話
か
ら
離
れ
、
世

界
の
動
向
や
政
治
の
話
、
地
元
の
昔
話

や
日
ご
ろ
感
じ
た
り
し
て
い
る
こ
と
を

論
じ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

毎
回
和
気
あ
い
あ
い
と
し
て
、
と
て
も

楽
し
い
会
で
す
。

　
５
月
の
例
会
あ
と
に
は
、
テ
キ
ス
ト

玉
鉾
読
書
会

富
山
県
射
水
市

〈
推
薦
〉

富
山
県
読
書
推
進
運
動
協
議
会

代
表
者　

石
田　

恭
子

仲
間
と
読
む
本
を
道
し
る
べ
に

歩
む

　
た
っ
た
ひ
と
り
で
は
じ
め
ら
れ
た
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
や
紙
芝
居
。

　
そ
れ
が
い
ま
の
活
動
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
、
想
像
も
で
き
な

い
た
い
へ
ん
な
苦
労
も
あ
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

　
が
ん
ば
っ
て
続
け
て
こ
ら
れ
た
こ
と

が
、
１
９
９
６
年
に
「
寺
田
小
学
校
お

話
ク
ラ
ブ
」
発
足
と
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
の
会
員
登
録
数
は
12
名
で
す
。

少
し
で
も
上
手
に
な
り
た
い
、
ど
う
話

し
た
ら
子
ど
も
た
ち
に
ち
ゃ
ん
と
伝
わ

る
か
…
…
な
ど
、
ほ
か
の
読
み
聞
か
せ

サ
ー
ク
ル
と
の
意
見
交
換
や
、
講
師
に

よ
る
勉
強
会
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
活
動
は
毎
月
、
１
年
生
か
ら
６
年
生

の
決
め
ら
れ
た
教
室
で
の
朝
の
読
み
聞

か
せ
、
ま
た
、
昼
休
み
時
間
の
図
書
室

で
の
お
話
広
場
で
す
。

　
そ
し
て
、城
陽
市
立
図
書
館
で
の「
お

は
な
し
オ
ル
ゴ
ー
ル
」
や
、
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
館
で
は
絵
本
を
大
き
く
映
し
て

寺
田
小
学
校
お
話
ク
ラ
ブ

京
都
府
城
陽
市

〈
推
薦
〉

京
都
府
読
書
推
進
運
動
協
議
会

代
表
者　

藤
原
ふ
み
江

子
ど
も
た
ち
の
心
に
残
る

お
は
な
し
を
届
け
た
い

願
っ
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
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た
め
の
チ
ー
ム
を
結
成
し
ま
し
た
。
こ

れ
が
「
読
聞
読
聞
輪
組
輪
組
な
か
ま
」

の
前
身
で
す
。
こ
の
母
子
保
健
チ
ー
ム

が
親
と
子
の
健
や
か
な
子
育
て
の
環
境

づ
く
り
整
備
の
た
め
に
、
作
成
し
た
の

が
母
子
保
健
計
画
で
し
た
。
計
画
は
４

つ
の
テ
ー
マ
か
ら
な
り
、
そ
の
ひ
と
つ

が
「
読
み
聞
か
せ
」
で
し
た
。
園
や
学

校
、保
護
者
へ
読
み
聞
か
せ
を
啓
発
し
、

取
り
組
み
は
、
牛
深
地
区
全
体
に
広
が

り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
１
９
９
９
年
11
月
に
「
母

子
保
健
推
進
委
員
」「
母
と
子
の
つ
ど

い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」「
図
書
館
」
が
一

緒
に
な
っ
て
「
ふ
れ
あ
い
読
み
聞
か
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
読
聞
読
聞
輪
組
輪
組

（
ど
き
ど
き
わ
く
わ
く
）
な
か
ま
」
と

い
う
名
前
を
つ
け
て
、
新
し
い
会
を
結

成
し
ま
し
た
。
発
足
当
時
は
、
事
務
局

で
あ
っ
た
環
境
保
健
課
（
当
時
）
所
蔵

の
絵
本
な
ど
で
、
読
み
聞
か
せ
以
外

に
、
絵
本
の
貸
し
出
し
も
行
っ
て
い
ま

し
た
。

　
絵
本
学
習
会
を
開
催
し
た
り
、
片
道

３
時
間
半
か
け
て
熊
本
県
内
の
図
書
館

へ
視
察
に
行
き
、
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
と
交
流
し
た
り
し
ま

し
た
。

　
現
在
の
活
動
は
、
幼
稚
園・保
育
園
、

小
・
中
学
校
、
高
齢
者
福
祉
施
設
、
乳

児
健
診
で
読
み
聞
か
せ
、
牛
深
図
書
館

で
は
季
節
ご
と
の
お
は
な
し
会
を
行
っ

て
い
ま
す
。そ
の
ほ
か
、市
立
図
書
館
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
や
小
学
校
保
護
者

向
け
の
講
師
も
引
き
受
け
て
い
ま
す
。

　
最
近
は
、
お
は
な
し
会
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
、
わ
ら
べ
歌
な
ど
も
取
り
入
れ
、

子
ど
も
た
ち
に
、
情
緒
豊
か
な
心
を
育

む
美
し
い
日
本
語
を
届
け
る
よ
う
心
が

け
て
い
ま
す
。
ま
た
、大
人
対
象
の「
語

り
の
交
流
会
」
も
図
書
館
と
共
催
で
実

施
し
て
お
り
、
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ

の
普
及
と
研
鑽
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
活
動
を
続
け
て
う
れ
し
い
と
思
う
こ

と
は
「
読
み
聞
か
せ
の
お
ば
ち
ゃ
ん
」

と
声
を
か
け
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
愉
し

い
仲
間
と
一
緒
に
で
き
、
地
域
の
人
た

ち
と
ふ
れ
あ
え
る
読
み
聞
か
せ
活
動

は
、
私
た
ち
の
「
元
気
の
素
」
で
す
。

お
は
な
し
会
に
来
て
く
れ
て
い
た
子
ど

ビ
で
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
と
て

も
悲
し
い
こ
と
で
す
。
私
た
ち
の
活
動

が
子
ど
も
た
ち
の
心
の
ど
こ
か
に
残

り
、
大
人
に
な
っ
た
と
き
、
つ
ぎ
の

世
代
に
、
い
ま
持
っ
て
い
る
あ
た
た
か

い
心
を
忘
れ
ず
に
、
ち
ゃ
ん
と
伝
え
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
、
私
た
ち
の
活
動
が
認
め
ら
れ

た
こ
と
は
、
会
員
一
同
、
た
い
へ
ん
喜

ん
で
い
ま
す
。
こ
こ
ま
で
続
け
て
こ
ら

れ
た
の
も
、
会
員
み
ん
な
の
努
力
の
積

み
重
ね
が
あ
っ
た
の
は
も
ち
ろ
ん
、
学

校
の
先
生
方
の
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
で
す
。

　
絵
本
が
子
ど
も
た
ち
と
私
た
ち
を
繋

い
で
く
れ
て
い
ま
す
。
日
々
成
長
し
て

い
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
身
近
に
感
じ

ら
れ
る
の
は
、
と
て
も
う
れ
し
い
こ
と

で
す
。ま
わ
り
の
み
ん
な
に
感
謝
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
ず
ー
っ
と
長
く
が
ん
ば
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

お
は
な
し
会
は「
元
気
の
素
」！

●
『
読
書
推
進
運
動
』
お
届
け
時
期
に

　

つ
い
て

　
毎
月
15
日
発
行
の
機
関
紙
『
読
書
推

進
運
動
』
の
お
届
け
時
期
が
、
昨
今
の

配
達
事
情
の
変
化
に
と
も
な
い
、
本
632

号
（
２
０
２
０
年
７
月
15
日
号
）
か
ら

こ
れ
ま
で
よ
り
１
～
２
日
遅
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
次
号
633
号
（
２
０
２
０
年

８
月
15
日
号
）
は
、
配
送
業
者
の
夏
期

休
業
な
ど
に
よ
り
、
８
月
19
日
以
降
の

お
届
け
と
な
る
予
定
で
す
。

　
み
な
さ
ま
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
い

た
し
ま
す
が
、
ご
了
承
の
ほ
ど
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
事
務
局
通
常
業
務
の
お
知
ら
せ

　
読
書
推
進
運
動
協
議
会
事
務
局
は
、

業
務
を
緊
急
事
態
宣
言
以
来
縮
小
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
７
月
１
日
よ
り
通
常

業
務
に
戻
り
ま
し
た
。
ご
理
解
・
ご
協

力
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
状
況
に
よ
っ
て
は
再
度
の
縮
小
も
考

え
ら
れ
ま
す
）

　
１
９
９
１
年
に
牛
深
市
（
当
時
）
が

熊
本
県
の
モ
デ
ル
事
業
を
受
け
て
「
地

域
づ
く
り
型
母
子
保
健
計
画
」
策
定
の

ふ
れ
あ
い
読
み
聞
か
せ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
「
読
聞
読
聞

輪
組
輪
組
な
か
ま
」

熊
本
県
天
草
市

〈
推
薦
〉

熊
本
県
読
書
推
進
運
動
協
議
会

代
表
者　

川
﨑　

潮
美

も
が
親
に
な
り
、
自
分
の
子
ど
も
を
連

れ
て
お
は
な
し
会
に
来
て
く
れ
る
こ
と

も
あ
り
、
長
く
続
け
て
き
た
か
ら
こ
そ

見
ら
れ
る
光
景
か
な
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
、
会
員
23
名
。
今
後
は
、
後
継

者
育
成
に
力
を
入
れ
、
自
分
た
ち
も
楽

し
み
な
が
ら
、
天
草
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら

に
お
は
な
し
の
種
子
を
ま
い
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。



事
務
局
報
告
（
６
月
）

☆
４
日
＝
会
員
各
社
へ
２
０
２
０
年
度 

定
時

総
会
案
内
を
送
付

☆
９
日
＝
機
関
紙『
読
書
推
進
運
動
』631
号
デ
ー

タ
入
稿

☆
10
日
＝
機
関
紙『
読
書
推
進
運
動
』631
号
責
了

・
10
日
＝
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

の
た
め
、
子
ど
も
の
読
書
推
進
会
議 

第

１
回
幹
事
会
開
催
に
替
え
て
、
説
明
資
料

を
送
付

☆
12
日
＝
感
染
症
対
策
の
た
め
、「
敬
老
の
日

読
書
の
す
す
め
」
書
目
選
定
事
業
委
員
会

開
催
に
替
え
て
、
各
事
業
委
員
に
メ
ー
ル

で
の
投
票
、
選
考
を
お
願
い

☆
15
日
＝
機
関
紙『
読
書
推
進
運
動
』631
号
発
行

☆
15
日
＝『
２
０
１
８
年
度 

全
国
読
書
グ
ル
ー

プ
総
覧
』
責
了

☆
19
日
＝
「
２
０
２
０
年
度 

定
時
総
会
」
開

催
。
出
席
12
名
、
委
任
状
出
席
202
名
。

２
０
１
９
年
度
事
業
報
告
書
お
よ
び
決
算

報
告
書
、
役
員
交
替
を
承
認

☆
19
日
＝
「
２
０
２
０
年
度 

第
１
回 

理
事
会
」

を
開
催

・
20
日
＝
「
伊
藤
忠
記
念
財
団 

子
ど
も
文
庫

助
成
事
業
」
応
募
締
め
切
り

☆
22
日
＝
第
74
回 

読
書
週
間
ポ
ス
タ
ー
イ
ラ

ス
ト
選
定
事
業
委
員
会
案
内
を
送
付

・
22
日
＝
子
ど
も
の
読
書
推
進
会
議 

第
１
回

総
会
案
内
を
送
付

・
22
日
＝
子
ど
も
の
読
書
推
進
会
議 

年
次
報

告
書
入
稿

・
23
日
＝
文
部
科
学
省
と「
子
ど
も
読
書
の
日
」

ポ
ス
タ
ー
に
つ
い
て
打
ち
あ
わ
せ

☆
24
日
＝
「
敬
老
の
日
読
書
の
す
す
め
」
書
目

投
票
を
集
計
・
確
認
の
の
ち
、
選
定
結
果

を
各
委
員
へ
通
知

☆
25
日
＝
第
73
回
「
読
書
週
間
」
ポ
ス
タ
ー
イ

ラ
ス
ト
募
集
締
め
切
り

・
25
日
＝
全
国
学
校
図
書
館
協
議
会
「
第
25
回 

日
本
絵
本
賞
」
の
最
終
選
考
会
に
出
席

☆
26
日
＝
２
０
２
０
年
度 

第
２
回 

常
務
理
事

会
案
内
を
送
付

・
26
日
＝
と
よ
た
か
ず
ひ
こ
さ
ん
と
「
子
ど
も

読
書
の
日
」
ポ
ス
タ
ー
に
つ
い
て
打
ち
あ

わ
せ

☆
30
日
＝
内
閣
府
に
「
２
０
１
９
年
度 

事
業

報
告
」
を
提
出
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●
編
集
部
＆
事
務
局
の

ひ
・
と
・
こ
・
と

●
こ
の
た
び
の
豪
雨
で
甚
大
な
被
害
を
受

け
た
地
域
、
お
よ
び
、
み
な
さ
ま
に
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
こ
の
文
章

を
書
い
て
い
る
７
月
８
日
現
在
、
各
所
で

豪
雨
が
続
い
て
お
り
、
危
険
に
さ
ら
さ
れ

て
い
る
方
々
も
多
い
と
存
じ
ま
す
。
み
な

さ
ま
の
ご
無
事
を
、
祈
念
い
た
し
ま
す
。

●
以
前
、
こ
の
欄
で
つ
ぶ
や
い
た
「
読
書

グ
ル
ー
プ
お
名
前
調
査
」
を
ほ
ん
と
う
に

行
っ
て
い
ま
す
。
興
味
本
位
で
は
じ
め
て

み
た
ら
、
こ
れ
が
な
か
な
か
た
い
へ
ん
。

「
タ
イ
ト
ル
・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
部
門
だ

け
で
も
206
の
こ
と
ば
が
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
全
体
で
は
ど
れ
だ
け

の
量
に
な
る
の
で
し
ょ
う
。
専
修
大
学
の

野
口
武
悟
先
生
か
ら
は
、「
グ
ル
ー
プ
の

設
立
年
代
別
で
集
計
し
て
も
お
も
し
ろ
い

か
も
」
と
、
魅
力
的
な
ご
提
案
を
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
そ
こ
ま
で
い
き
つ
く
こ
と

が
で
き
る
の
か
…
…
。

●
こ
こ
か
ら
は
「
タ
イ
ト
ル
・
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
」
部
門
結
果
の
補
足
で
す
。
ベ
ス
ト

10
か
ら
お
察
し
の
と
お
り
、
こ
の
部
門
の

対
象
は
「
子
ど
も
の
本
グ
ル
ー
プ
」
が
大

部
を
し
め
ま
し
た
。
本
文
に
あ
げ
た
上
位

以
降
も
、『
い
な
い
い
な
い
ば
あ
』『
お
お

き
な
木
』『
ス
イ
ミ
ー
』『
は
ら
ぺ
こ
あ
お

む
し
』『
お
お
き
な
か
ぶ
』
な
ど
ロ
ン
グ

セ
ラ
ー
絵
本
が
ず
ら
り
と
控
え
て
い
ま

す
。
そ
れ
だ
け
に
３
位
の
『
ト
ト
ロ
』
に

は
び
っ
く
り
！ 

ま
た
、『
ど
ん
ぐ
り
こ
ろ

こ
ろ
』『
と
と
け
っ
こ
う
』『
ね
っ
こ
ぼ
っ

こ
』
な
ど
、
わ
ら
べ
歌
や
手
遊
び
を
名
前

に
し
た
グ
ル
ー
プ
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

タ
イ
ト
ル
に
入
っ
て
い
な
い
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
名
で
人
気
な
の
は
『
テ
ィ
ン
カ
ー
ベ

ル
』。
206
の
こ
と
ば
の
う
ち
、使
用
グ
ル
ー

プ
が
１
の
も
の
は
100
で
し
た
。　
　
（
伸
）

　
つ
い
に
刊
行
さ
れ
た
『
２
０
１
８
年

度 

全
国
読
書
グ
ル
ー
プ
総
覧
』。

　
編
集
部
で
は
、
１
万
２
０
０
０
を
超

え
る
読
書
グ
ル
ー
プ
の
デ
ー
タ
を
い
つ

も
と
は
違
っ
た
角
度
か
ら
眺
め
て
み
よ

う
と
「
全
国
読
書
グ
ル
ー
プ 

お
名
前

調
査
」
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。「
動
物
」

「
植
物
」「
食
べ
も
の
」「
自
然
現
象
」

な
ど
部
門
別
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
ば

を
集
計
し
、機
関
紙
『
読
書
推
進
運
動
』

で
ベ
ス
ト
10
を
順
次
発
表
、
最
後
に
総

合
ベ
ス
ト
10
を
発
表
す
る
予
定
で
す
。

　
第
１
回
目
は
「
タ
イ
ト
ル
・
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
」
部
門
。
絵
本
・
児
童
書
は
タ

イ
ト
ル
名
＝
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
こ
と
も

多
い
の
で
、
あ
わ
せ
て
の
集
計
で
す
。

〈　
〉
内
は
グ
ル
ー
プ
数
と
な
り
ま
す
。

１
位
〈
42
〉『
ぐ
り
と
ぐ
ら
』

２
位
〈
34
〉『
源
氏
物
語
』

３
位
〈
28
〉『（
と
な
り
の
）
ト
ト
ロ
』

４
位
〈
27
〉『
ぐ
る
ん
ぱ
（
の
よ
う
ち

え
ん
）』

５
位〈
25
〉『（
不
思
議
の
国
の
）ア
リ
ス
』

６
位
〈
22
〉『
ピ
ノ
キ
オ
』

７
位
〈
20
〉『
マ
ザ
ー
グ
ー
ス
』『（
長

く
つ
下
の
）
ピ
ッ
ピ
』

８
位〈
18
〉『
青
い
鳥
』『
赤
ず
き
ん
』

『（
三
び
き
の
や
ぎ
の
）が
ら
が
ら
ど
ん
』

９
位
〈
16
〉『
万
葉
集
』

10
位
〈
15
〉『
モ
モ
』

次
点
〈
14
〉『
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
』『
プ
ー

さ
ん
』

　
使
わ
れ
て
い
る
タ
イ
ト
ル
・
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
は
合
計
206
。
第
１
位
に
輝
い
た

の
は
『
ぐ
り
と
ぐ
ら
』。
42
グ
ル
ー
プ

の
う
ち
10
は
「
ぐ
り
ぐ
ら
」「
ぐ
り
&

ぐ
ら
」
な
ど
と
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
て
い
ま

す
。
シ
リ
ー
ズ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
名

前
に
す
る
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
ま
し
た
。

　
２
位
は
一
般
の
本
グ
ル
ー
プ
で
圧
倒

的
人
気
の
『
源
氏
物
語
』。
ひ
と
り
で

は
読
め
な
い
大
長
編
古
典
を
み
ん
な
で

読
も
う
と
い
う
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き

ま
す
。
ラ
イ
バ
ル
？
の
『
平
家
物
語
』

〈
６
〉、『
枕
草
子
』〈
２
〉
に
大
き
な
差

を
つ
け
ま
し
た
。
も
う
ひ
と
つ
古
典
で

人
気
を
集
め
た
の
は
『
万
葉
集
』。
調

査
が
元
号
「
令
和
」
発
表
前
だ
っ
た
の

で
、
い
ま
な
ら
も
う
少
し
上
位
か
も
？

　
絵
本
・
児
童
文
学
に
ル
ー
ツ
を
持
た

な
い
「
ト
ト
ロ
」
が
３
位
。
映
画
に
描

か
れ
た
、
不
思
議
な
生
き
も
の
が
日
常

に
溶
け
こ
ん
だ
豊
か
な
世
界
、
は
つ
ら

つ
と
し
た
子
ど
も
の
姿
や
、
こ
と
ば
の

響
き
の
よ
さ
が
人
気
で
し
ょ
う
か
。

　
集
計
で
迷
っ
た
の
は『
モ
モ
』。カ
タ

カ
ナ
の「
モ
モ
」は
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
エ

ン
デ
の『
モ
モ
』、「
も
も
ち
ゃ
ん
、モ
モ

ち
ゃ
ん
」は
松
谷
み
よ
子
さ
ん
の『
モ
モ

ち
ゃ
ん
シ
リ
ー
ズ
』〈
５
〉と
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、『
そ
ら
い
ろ
の
た
ね
』

〈
13
〉、『
ピ
ー
タ
ー
・
パ
ン
』〈
12
〉、

『
エ
ル
マ
ー
』『
ダ
ン
ボ
』『
ム
ー
ミ
ン
』

〈
11
〉
な
ど
が
多
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

２０１８年度　全国読書グループ調査
読書グループ　お名前調査　その１
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